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大きくなってね！

平成２６年度より
紙面をリニューアルしました
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相
良
村
地
域
づ
く
り

村
民
の
力
を
結
集
し
て　

相
良
村
で
は
、
村
民
主

体
の
地
域
づ
く
り
を
応
援

す
る
た
め
に
「
地
域
づ
く

り
事
業
補
助
金
」
の
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
今
年

で
４
年
目
に
突
入
し
、
過

去
３
年
間
で
各
行
政
区
が

住
民
交
流
や
環
境
整
備
な

ど
に
取
り
組
ま
れ
、
様
々

な
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
に
地
域

づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
さ
ら
に
地
域

が
活
性
化
す
る
よ
う
、
今

一
度
、
相
良
村
の
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
３
年
間
で
、
地
域

づ
く
り
を
実
施
さ
れ
る
行
政
区
は

年
々
増
え
、
取
組
内
容
も
多
様
化

し
て
き
ま
し
た
。

　

３
年
間
、
継
続
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
行
政
区
に
つ
い
て
は
、
地

域
づ
く
り
の
行
事
が
恒
例
化
し
て

地
区
住
民
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
地
域
の
祭
り
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
住
民
交
流
事

業
で
は
、
お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も

ま
で
地
区
住
民
が
一
堂
に
会
し
、

交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
伝
統
継

承
が
行
わ
れ
る
な
ど
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
環
境
整
備
や
危
険

防
止
対
策
事
業
で
は
、
そ
の
地
域

に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
わ
か
る

危
険
箇
所
等
を
改
善
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
平
成
25
年
度
は
、
ゴ

ミ
捨
て
禁
止
や
交
通
注
意
を
促
す

看
板
の
設
置
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

設
置
な
ど
の
対
策
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
こ
こ
は
ど
う
に
か
な
ら
な
い

の
？
」と
い
う
困
り
ご
と
や「
も
っ

と
こ
う
し
た
ら
い
い
の
に
！
」
と

い
う
提
案
な
ど
、
村
民
の
皆
さ
ん

の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
地
域
づ

く
り
が
で
き
る
の
が
こ
の
制
度
で

す
。
元
気
な
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

Q
地域づくり &Q A

A
地域づくり補助金って何？

行政区単位で組織された地域づくり委員会を対象に、活力ある事業に対して
補助金を交付するものです。

基礎額 １５万円 ＋ ＝世帯数×１,０００円 支 給 額

①委員会の
　組織づくり ⑥実績報告⑤事業の実施④補助金の

　交付
③交付金の
　申請

②事業計画の
　話し合い

Q
A

支給額はどのように決めるの？

支給額の算出の仕方は次のとおりです

Q
A

事業はどのように進めればいい？

事業の流れは下図のようになります。

ＳＴＡＲＴ！

ＦＩＮＩＳＨ！
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下四浦

危険箇所にガードレールを

・集会場整備事業

井　沢

12回目の開催となる夏祭り

・夏祭り
・案内看板設置

十　島

十島神社のしめ縄づくり

・環境整備事業
・案内看板設置

新　村

しゅんなめじょの飾り付け

・伝統文化継承事業
・地区標識設置

平　原

夏祭りは大盛況

・夏祭り
・文化財保全事業

松　葉

レクレーション大会で汗を流した

・住民交流事業
・環境整備事業

中　央

中央区スポーツ大会を開催

・環境整備看板設置
・住民交流事業

永　江

盆団子作りで住民交流

・住民交流事業
・介護予防対策事業

上　園

住民がふれあう動物飼育場

・地域交流事業
・伝統文化継承事業

松馬場

傷んでいた中島神社を改修

・文化財保全事業
・花いっぱい運動

上川上

住民の手で岩名の看板を設置

・案内看板設置
・住民交流事業

中四浦

手作りの竹灯籠

・伝統文化継承事業
・地域交流事業

初　神

初神虎踊りの虎が復活

・伝統文化継承事業

平成25年度

地域づくり事業報告
平成２５年度に地域づくりに取り組まれた１３行政区
の主な取り組みを写真でご紹介します。
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平成26年度の
相 良 村
平成26年度当初予算

　村の会計の基本となるのが一般会計です。村税収入や

国・県からの交付税などを財源とし、福祉の充実や道路

整備など村の基本的な政策などに使う経費となります。

　平成２６年度一般会計当初予算の予算総額は、３１億

９,６２６万９千円で、前年度に比べ１億２,８２４万９千

円（−４％）の減額となりました。

単位：千円

村 税 304,012

分担金及び負担金 29,897

繰 入 金 121,278

繰 越 金 30,000

そ の 他 58,187

地 方 譲 与 税 32,001

地 方 交 付 税 1,718,000

国 庫 支 出 金 341,586

県 支 出 金 330,308

村 債 170,400

そ の 他 の 交 付 金 60,600

村 民 税 109,861

固 定 資 産 税 150,415

自 主 財 源 543,374

依 存 財 源 2,652,895

◇村　　　税
村民の皆さんから納めていただく税金や会社の法人税など

◇繰　入　金
各種基金などから一般会計へ繰り入れるお金

◇地方譲与税
手続き上、国税として納税されている税金で、その全部または一部
が、一定の基準で地方公共団体に譲与されるもの。地方揮発油譲与
税、自動車重量譲与税など

◇地方交付税
いったん国税として納められた所得税、法人税、酒税、たばこ税を
一定の基準に基づき、地方公共団体の財政力に応じて交付されるお金

◇国庫支出金
国が地方公共団体に対してその経費（教育、社会保障、公共事業など）
の全部または、一部に充てるために交付される負担金や補助金

◇県 支 出 金
村が行おうとする事業に対して県から交付される使い道が決まって
いるお金

◇村　　　債
事業を行うために借り入れるお金

用語の説明

歳 入
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歳 出
単位：千円

議 会 費 62,247

総 務 費 525,428

民 生 費 816,161

衛 生 費 268,724

農林水産業費 514,206

商 工 費 15,287

土 木 費 236,158

消 防 費 141,276

教 育 費 277,585

災 害 復 旧 費 180

公 債 費 334,016

諸 支 出 金 1

予 備 費 5,000

単位：千円

会　計　名 平成26年度 前年対比

国 民 健 康 保 険 654,850 96.7%

簡 易 水 道 103,041 85.5%

農 業 集 落 排 水 250,512 101.0%

介 護 保 険 652,985 101.6%

後 期 高 齢 者 医 療 54,096 107.4%

特別会計

議 会 費

12,856円

総 務 費

108,515円

民 生 費

168,559円

衛 生 費

55,499円

農林水産費

106,197円

商 工 費

3,157円

土 木 費

48,773円

消 防 費

29,177円

教 育 費

57,329円

村民一人当たりに使われる予算
（H26.3.31現在　4,842人）

 主な予算額 
◇総　務　費　企画費　　　　　　　　76,328千円

　　　　　　　情報通信施設管理費　　30,008千円

　　　　　　　財産管理費　　　　　　25,415千円

◇民　生　費　後期高齢者医療事業費　99,146千円

　　　　　　　老人福祉費　　　　　　30,088千円

　　　　　　　障害者福祉費　　　　　161,854千円

　　　　　　　児童措置費　　　　　　309,222千円

◇衛　生　費　保健衛生総務費　　　　119,488千円

　　　　　　　塵芥・し尿処理費　　　99,443千円

◇農林水産費　農業振興費　　　　　　10,566千円

　　　　　　　畜産業費　　　　　　　　7,710千円

　　　　　　　農地・水保全管理支払交付金事業費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　11,965千円

　　　　　　　林道維持費　　　　　　10,619千円

◇商　工　費　観光費　　　　　　　　　5,264千円

◇土　木　費　道路新設改良費　　　　177,163千円

　　　　　　　住宅管理費　　　　　　　1,004千円

◇消　防　費　非常備消防費　　　　　26,140千円

◇教　育　費　学校管理費（小学校）　　50,130千円

　　　　　　　　　　　　（中学校）　　49,207千円

　　　　　　　共同調理場　　　　　　36,407千円

　　　　　　　文化財保護費　　　　　　7,201千円

　　　　　　　体育施設費　　　　　　26,333千円

※特定の事業を行なうときに、一般会計とは別に経理

をする会計を特別会計といいます。

　本村では、５つの特別会計があります。
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むら わだいの

むら わだいの

９人が特選を受賞
相良村教育論文表彰式

郷土の味を伝える
郷土料理調理実習

交通安全グラウンドゴルフ
高齢者の事故ゼロをめざして

県立大学で魅力発信
食育・健康フェスティバル

　平成２５年度相良村教育論文表彰式が行われ、
村内小中学校の教職員の応募の中から特選に選ば
れた９人に權頭教育委員長から表彰状が手渡され
ました。
　受賞者は、以下のとおりです。（敬称略）
　黒木紀久子（相良中）、植野幸延（南小）、
　木下はるみ（南小）、手石方敬（南小）、
　山本小津江（北小）、岩崎秀幸（北小）、
　鳴海沙織（相良中）、田山圭子（北小）、
　鳥原真紀子（北小）※ 勤務地 H25.3.31 現在

　相良中学校の１年生を対象に郷土料理を伝える調
理実習が行われました。食生活改善推進員協議会の
４人を講師として招き、高菜ちりめんご飯、つぼん汁、
一文字のぐるぐる、いちごの牛乳寒を作りました。
　会長の牧山規矩子さん（新村）は「一文字のぐる
ぐるを食べたことがない生徒が多いことに驚いた。
郷土の味が消えつつある。」と話されました。生徒
たちは、一文字のぐるぐるを見よう見まねで作り、
郷土料理を学ぶ良い機会となったようでした。

　春の全国交通安全運動を前に、高齢者の事故防
止のために総合運動公園で交通安全グラウンドゴ
ルフ大会が行われました。
　交通指導員の皆さんを交えてグラウンドゴル
フに汗を流した後、深水駐在所の福本さんと人
吉交通安全協会の宮原会長による交通安全講話
が行われ、交通安全の意識を高めました。成績は、
優勝 中村貢さん（松葉）、２位 川邊恭司さん（松葉）、
３位 吉田至英さん（下四浦）でした。

　熊本県立大学で、「食育・健康フェスティバル」
が開催され、県立大学の食育に関する取組みや研
究が発表されるとともに、関係自治体や学校の
ブースが出され、包括協定を結ぶ相良村も営業主
任のサガラッパとともに特産物を PR しました。
　相良村のブースでは、同学の学生が作成したパ
ンフレットの配布やお茶の試飲を行い、魅力を発
信しました。サガラッパは、くまモンと「くまモ
ン体操」を披露し、会場を大いに沸かせました。

特選を受賞された先生方

初めて一文字のぐるぐるを作る生徒

ナイスショット！

子どもたちにもPR

3
11

3
14

3
12

3
21
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むら わだいの

むら わだいの

お花のプレゼント
中学生がお年寄りと交流

相良ブランドを世界へ
野菜冷凍加工場竣工式

新茶シーズンを先取り
ハウス栽培の茶摘み始まる

新１年生の安全を願って
ランドセルカバー寄贈

　相良中学校ボランティア委員会が、牛乳パック
に植えた花を松葉・中央区の一人暮らしのお年寄
り２５世帯と社会福祉協議会が開く「ふれあいサ
ロン」（永谷・並木野・蓑毛区）に花を届けました。
　椎 シマエさん（松葉）は、「中学生が来るのを
楽しみにしていた。庭に植えたい。」と話され、
訪問した嶽本乃々香さん（新村）、大和志乃さん

（松馬場）は「喜んでもらえてうれしい。」と花を
通した温かい交流が生まれました。

　旧相良北小学校体育館内に建設された（株）肥後
相良ファーム 球磨工場の竣工式が行われ、出席
者に工場設備がお披露目されました。出席された
小野副知事は「県南地域の農業モデルになれば」
と期待を寄せられました。
　同工場は４月から稼働し、独自の冷凍加工技術
を用いて、昨年から相良村で本格栽培が始まった
ヤマトイモを中心に地元でとれた野菜を加工し、
首都圏や海外に向けて販売を行います。

　露地栽培の茶摘みが始まる４月下旬から１か月
ほど早く、ハウス栽培のお茶は、新茶摘みが始ま
りました。
　生田製茶工場では、ハウス栽培を行っており、
毎年、先陣を切って新茶摘みを行っています。ハ
ウスで栽培することで霜の害を受けず、安定して
早く収穫ができます。今年のお茶は伸びがよく、
上々の出来とのこと。この日、摘み取ったお茶は
すぐに加工され、翌日には早くも出荷されました。

　錦町で花屋「花ごころ」を経営される吉村真理
さんから今年入学する新１年生の交通安全を願っ
て、南小学校３１人、北小学校３人分のランドセ
ルカバーが贈られました。
　吉村さんは相良村柳瀬の出身で、相良村の児童
のためにとランドセルカバーの寄贈を続けられ、
今年で８年目になります。贈られたランドセルカ
バーは、登下校中の児童たちの交通安全に役立て
られます。

きんせんかをプレゼント

独自の冷凍システムを視察する小野副知事

かごいっぱいに摘まれた新茶

ランドセルカバーを手渡す吉村さん（右）

3
25

3
29

3
27

4
2
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３日㈷ 公立多良木病院小児科 ４２−２５６０
４日㈷ 人吉医療センター 小児科 ２２−２１９１
５日㈷ 増田クリニック小児科 ２２−３５７０
６日㈷ たかはし小児科内科医院 ２４−２２２２
11日㈰ やまむら医院 ４５−０００５
18日㈰ 増田クリニック小児科 ２２−３５７０
25日㈰ 堤病院付属九日町診療所小児科 ２２−２２５１

受診時間 午前９時から午後５時まで 
小児科在宅当番医

※受診される場合は、医療機関へ連絡してください。

の保健福
祉

ひろば

５月

お問い合わせは　保健福祉課（直通）☎３５−１０３２
国保係－内線25・35　戸籍係－内線29　福祉係－内線24・28　保健係－内線37・38（ふれあいセンター内）

　

こ
い
の
ぼ
り
が
気
持

ち
よ
く
泳
ぐ
季
節
に
な

り
ま
し
た
。

　
「
ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
」

で
は
、
お
絵
か
き
を
し

た
り
、
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
し
て
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
!!

　

ぜ
ひ
お
友
達
を
誘
っ
て
、
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
♪

【
問
合
せ
先
】
福
祉
係

　

完
全
予
約
制
年
金
相
談
会
を
、
人
吉

市
・
球
磨
郡
で
毎
週
３
回
開
催
。

　

年
金
の
専
門
家　

社
会
保
険
労
務
士
が

あ
な
た
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

○
人
吉
市
役
所

　
〈
月
曜
日
〉

　
　

12
日
・
19
日
・
26
日

　
〈
金
曜
日
〉

　
　

2
日
・
9
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日

○
多
良
木
町
役
場

　
〈
水
曜
日
〉

　
　

14
日
・
28
日

○
錦
町
役
場

　
〈
水
曜
日
〉

　
　

7
日
・
21
日

【
問
合
せ
・
予
約
申
し
込
み
】

　

国
保
係

　

ま
た
は
八
代
年
金
事
務
所
予
約
担
当

　
（
☎
０
９
６
５

−

３
５

−

６
１
２
３
）

【
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
】

①
１
年
に
１
回
必
ず
健
康
診
査
を
受
け

る
こ
と

　

自
分
の
今
の
健
康
状
態
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
再
検
査
や
精
密
検
査
の
必
要
が
あ
れ

ば
必
ず
受
け
る
こ
と

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
つ
な
が
り
、
生
活
習
慣
病
の

重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
自
分
の
健
診
結
果
の
内
容
を
把
握
し

て
お
く
こ
と

　

健
康
の
保
持
・
増
進
の
た
め
、
生

活
の
見
直
し
を
は
か
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
す
。

相
良
村
子
育
て
応
援
事
業

○
４
月
以
降
に
相
良
村
に
転
入

さ
れ
た
方

○
住
民
健
診
の
申
し
込
み
を
し

て
い
な
い
方

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
!!

ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ

だ
よ
り

年
金
相
談
会
の
開
催

〈
５
月
分
〉

健
康
診
査
を

　
　

受
け
ま
し
ょ
う

○日時　５月２１日（水）９：３0 より受付
○場所　相良村ふれあいセンター
※ 準備の都合上、１６日（金）までお知らせください。
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保健福祉 ひろばの

保健福祉 ひろばの

○
犬
を
飼
い
始
め
た
ら
、
必
ず
村
へ
の
登

録
が
必
要
で
す
。

　

子
犬
を
飼
い
始
め
た
場
合
ま
た
人
か

ら
譲
り
受
け
た
場
合
も
、
そ
の
犬
が
未

登
録
の
場
合
は
村
へ
の
登
録
が
必
要
で

す
。（
飼
い
主
の
転
入
の
際
も
そ
の
所
在

地
の
市
町
村
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。）

○
年
１
回
の
予
防
注
射
を
必
ず
行
い
ま

し
ょ
う
！

　
「
狂
犬
病
予
防
法
」
に
よ
り
飼
い
主

は
年
１
回
必
ず
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

飼
い
犬
に
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
今
年
の
一
斉
集
合
注
射
日
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。

　

直
接
動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
ら
れ

る
場
合
は
、
注
射
後
必
ず
村
へ
届
け
て

く
だ
さ
い
。

　

◦
一
斉
集
合
注
射
日

　
　

平
成
26
年
５
月
28
日（
水
）・
29
日（
木
）

　
　

※
予
備
日　

６
月
25
日（
水
）

　

◦
注
射
代　

３
，０
７
０
円（
当
日
徴
収
）

※
集
合
場
所
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
回
覧

お
よ
び
登
録
の
飼
い
主
の
皆
様
へ
通
知

し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
保
健
係

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
様
へ

ごみ減量大作戦
 ○家庭用生ごみ処理機（電動式）購入に補助金交付

　家庭から出る生ごみを減らすために、家庭で使う生ごみ処理機（電動式）の購入費用を補助します。（置くだ
けのコンポスト類は対象外です。）
　◦補 助 額　購入費用の３分の１以内（上限１０，０００円）
　◦補助台数　１世帯１台まで
　◦申請方法　保健福祉課保健係にある申請書に必要事項を記入して提出してください。
　　　　　　　添付書類として、領収書または購入証明書を一緒に提出してください。

 ○リサイクル活動支援
　子供会や婦人会など廃品回収で回収した資源ごみに助成金を交付します。助成金を受けるためには、あら
かじめ団体の登録が必要です。
　◦助 成 額　資源ごみ１㎏あたり５円
　◦対象団体　子ども会、婦人会、行政区などの営利を目的としない団体
　◦対象となる資源ごみ　家庭から排出される新聞紙・雑誌・段ボール・鉄類（鉄を７割以上含むもの）・
　　　　　　　　　　　　空き缶（スチール・アルミ）・布類（古着や古繊維できれいなもの）
　　　　　　　　　　　　※種類ごとに分別し、人吉球磨クリーンプラザへ持ち込んでください。
　◦登録方法　保健福祉課保健係にある登録用紙に必要事項を記入して提出してください。

 ○ごみ収集ステーションの新設または修繕に補助金
　地域の環境改善のためごみ収集ステーションを新設（建て替え含む）または修繕を行う際の事業費を補助し
ます。補助率は下記のとおりです。
　◦補助金の額　新設（建て替えを含む） 　事業費の２／３以内　２０万円限度
　　　　　　　　修繕（老朽化のみ対象） 　事業費の２／３以内　１０万円限度

【問合せ先】保健係
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＜朝食をとること＞
　朝食をとることが健康に有効であるという医学
的報告が発表されています。
　例えば、朝食が脳の活性化に役立ち、学校での
学習効率を上げることは古くから云われて来まし
た。最近の報告では朝食を食べた場合の体重当た
りの握力は取らなかった場合よりも大きかったと
いう報告がなされています。
　糖尿病や高血圧症、脂質異常症など生活習慣病
も毎日きちんと規則正しく食事をすることで発病
を防ぐことができるとされています。子どもの頃
の食事の習慣が成人病の予防に役立つといえます。

＜食事をよく噛むこと＞
　また食事をよく噛むことが消化をよくし唾液腺
ホルモン（パロチン）を出して老化防止に役立つば
かりではなく、歯茎やあごの骨を丈夫にし、噛む
ことで頭蓋骨を通して脳に対してもよい刺激にな
るといわれています。最近では柔らかい食べ物が
多くなり、噛む習慣がおろそかにされています。

＜脂っこいもの＞
　ファーストフードの近くに住んでいる人は肥満
や糖尿病になりやすいということも云われていま
す。私たちが子どものころには食糧難の時代で
駄菓子屋程度しかなく、いまのような肥満を心
配しなければならない子どもはいませんでした。
ファーストフードとジュース類などの清涼飲料水
を多用し、血液中の中性脂肪が６０００を超える

数値を示し、血管の中を脂が流れている様な状態
の人もいます。１０代で２型糖尿病を発症して治
療しても改善せず、失明や透析などの危険にさら
されている人がいます。

＜サプリメント＞
　TV や新聞等で、○○のエキスとか○○の青汁
などがいかにも万能薬みたいに宣伝されていま
す。そんなものを摂りすぎて病気になっている人
が少なくありません。日本医師会ではサプリメン
トなどによっておこる病気をなくす運動をしてい
ます。例えばクロレラをとることによって吐き
気、胃痙攣、腸内ガス、緑便、疲れなどを起こ
し、あるいは気管支ぜんそくやアレルギー反応を
起し、皮膚が日光に過敏になることがあります。

＜バランス良い食事＞
　今はいつでも好きなものを自分で選んで食べる
ことがでます。その結果、生活習慣病で悩まされ
ることとなりました。そのような病気にかからな
いためにはこれまでの食習慣を悔い（食い）改める
必要があります。濃い味付けの食事で塩分の多い
ものは大人になって、高血圧や動脈硬化を起こし
ます。
　結局、学校給食に代表されるような　①バラン
スの良い食事を　②毎食きちんと　③よく噛んで
食べることが子どもの心や身体の健全な成長・発
育にとって大切なことです。子どもの時の食習慣
が一生の健康に影響することとなります。

学校保健委員　 緒　方　俊一郎

朝食と健康
学校保健委員会だより

　

４
月
９
日
に
村
内
小
中
学
校
の

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
入

生
の
み
な
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

祝
ご
入
学

男１人　女２人　計３人

相良中学校南小学校北小学校

男15人　女17人　計32人 男20人　女24人　計44人
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■林業２０１５年問題についてご存じですか？
　「林業２０１５年問題」という言葉を聞いたこと
がありますか？ テレビや新聞で知っている方も
いらっしゃると思いますが、相良村にも関係のあ
る話なので、お知らせします。
　２０１５年の木質バイオマス発電の本格稼働によ
り、燃料となるチップ用の木材需要が高まり、九
州内だけでも年間３００万㎥（原木換算）の木材が必
要となる見込みです。熊本県の年間生産量が９０万
㎥、九州管内が４１０万㎥ですから、膨大な量とい
うことが分かります。そこで何が問題なのかという
と、これだけの木質燃料を確保、生産できるのか
という点です。これまで搬出されず山に残されて
いた木材（林地残材）も利用される計画ですが、見
通しは不透明です。次に消費税増税による駆け込
み需要の反動です。住宅着工数が大幅に減少する
ことが予想されるため、これまでの柱取り林業か
ら、バイオマス燃料用のチップ主体の林業へと舵
取りを行う企業もあるかもしれません。このよう
に、２０１５年を境に林業業界は非常に大きな転

換期にさしかかっており、状況を不安視する声も
あることから２０１５年問題と言われています。
　しかしながら、林業業界にとってプラス要素で
あることは間違いなく、林業の再生につなげてい
けるよう、今後も新聞や報道で情報を得ながら状
況を見極めることが大切です。行政としても好機
としてとらえ、事業に取り組んでいきたいと考え
ています。

■繁殖期の野鳥保護および指導取締強化月間に
ついて

　春は野鳥の繁殖期です。巣立ちしたヒナが落ち
ていても、必ず親鳥が保護しますので拾わないよ
うにしましょう。
　また、熊本県では５月１０日からの１ヶ月間を
指導取締強化月間と定め、違法捕獲等の防止に取
り組んでいます。県民の皆様の御理解と御協力を
お願いします。
　なお、メジロの愛がん飼養目的の捕獲につきま
しては、鳥獣の乱獲を助長するおそれがあること
から、平成２４年４月１日より、新たな捕獲の許
可はしないこととしております。　
　詳しくは、相良村産業振興課☎３５−１０３４
または熊本県球磨地域振興局森林保全課☎２４−
４１９０にお問合わせください。

林務係から山に関してのお知らせです

やまびこ便り

※（　

）は
旧
職
名

【
異
動
】（
４
月
１
日
付
）

倉
田　

雅
弘

　

総
務
課
財
政
係
長（
総
務
課
参
事
）

磯
田　

昌
臣

　
保
健
福
祉
課
保
健
係
長（
建
設
課
参
事
）

内
賀
嶋　

雅
子

　

総
務
課
参
事（
税
務
課
参
事
）

永
椎　

和
寿

　

税
務
課
参
事（
産
業
振
興
課
参
事
）

田
端　

忠

　
産
業
振
興
課
参
事（
教
育
委
員
会
参
事
）

西
小
路　

真
也

　

教
育
委
員
会
参
事（
税
務
課
参
事
）

濱
田　

清
志
郎

　

建
設
課
主
事（
産
業
振
興
課
主
事
）

中
村　

真
央

　

税
務
課
主
事（
保
健
福
祉
課
主
事
）

【
退
職
】（
３
月
31
日
付
）	

潮
谷　

よ
う
子

　
保
健
福
祉
課
主
幹
兼
保
健
係
長
事
務
取
扱

山
下 

由
華

　

保
健
福
祉
課
主
事

乙
益 

隆
道

　

産
業
振
興
課
主
事

川
邊　

俊
二

熊
本
県
市
町
村
財
政
課

（
総
務
課
財
政
係
長
）

廣
松　

理
加

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合

（
保
健
福
祉
課
参
事
）

武
富　

強　

保
健
福
祉
課
主
幹

相
良
村
役
場

　

職
員
人
事
異
動

相
良
村
か
ら
派
遣

熊
本
県
か
ら
派
遣

新
規
職
員

　

權
頭
博
さ
ん
が
教
育
委
員
長
に

選
任
さ
れ
、
3
月
18
日
付
で
辞
令

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
長 

選
任

よろしくおねがいします
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記
入
し
必
要
書
類
を
添
え
産
業
振

興
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
交
付
申
請
書

　

・
農
林
業
経
営
計
画
書

　

・
新
規
就
労
者
推
薦
書

（
地
区
の
農
業
委
員
さ
ん
か
ら

推
薦
を
受
け
て
く
だ
さ
い
）等

■
問
合
せ

　

産
業
振
興
課　

農
政
耕
地
係　

　

☎
３
５

−

１
０
３
４

　

農
林
業
の
経
営
力
・
技
術
・
知

識
・
資
格
等
の
習
得
に
必
要
な
経

費
の
一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
農
業

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
「
相
良
村
農
林
業
研
修
等

支
援
補
助
事
業
」
を
実
施
し
ま

す
。
対
象
者
や
条
件
等
の
詳
細
は

産
業
振
興
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

■
補
助
額　

１
人
あ
た
り
の
自
己
資
金
額
の

１
／
２（
上
限
５
万
円
）

※
予
算
の
範
囲
内
と
す
る

※
年
度
内
に
お
い
て
一
人
一
回

の
交
付
と
す
る

■
申
請
方
法

　

交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
必
要
書
類
を
添
え
産
業
振

興
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
4
月
1
日
以
降
に
村

内
に
お
い
て
新
た
に
農
林
業
に
就

労
し
、
地
域
農
林
業
の
中
心
的
な

担
い
手
を
目
指
す
意
欲
あ
る
方
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

「
相
良
村
農
林
業
新
規
就
労
奨
励

交
付
金
」
を
実
施
し
ま
す
。
対
象

者
や
条
件
等
の
詳
細
は
産
業
振
興

課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
交
付
金
の
額

　
（
個　

人
）１
人
あ
た
り 

50
万
円

　
（
夫
婦
等
）１
組
あ
た
り 

75
万
円

※
交
付
金
の
交
付
は
１
人（
組
）

１
回
限
り
で
す
。

■
申
請
方
法

　

交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を

　

・
交
付
申
請
書

　

・
収
支
予
算
書

　
　
（
見
積
書
等
の
写
し
を
添
付
）

　

・
研
修
・
資
格
取
得
計
画
書　
等

■
問
合
せ

　

産
業
振
興
課　

農
政
耕
地
係　

　

☎
３
５

−

１
０
３
４

　

平
成
23
年
度
よ
り
、
相
良
村
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
茶

れ
ん
じ
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
で
４
年
目
を

迎
え
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、

ヨ
ガ
、
ゴ
ル
フ
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

6
種
目
を
会
費
制
で
運
営
し
、
入

会
い
た
だ
い
た
方
は
、
ど
の
種
目

に
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
興

味
が
あ
る
方
は
、
ま
ず
見
学
や
体

験
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

入
会
は
、
配
布
し
て
あ
り
ま
す

入
会
申
込
書
に
会
費
と
保
険
料
を

添
え
て
、
茶
れ
ん
じ
ク
ラ
ブ
事
務

局（
相
良
村
教
育
委
員
会
内
）へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

気
軽
に
参
加
し
て
、
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。
初
心
者

の
方
大
歓
迎
で
す
。
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　

相
良
村
教
育
委
員
会

　平成26年７月27日（日）に球磨郡民体育祭陸上競技が開催されます。
　出場いただける方を募集しますので、参加を希望される方はご連絡をお待ちして
います。種目は次のとおりです。

【男子】（Ａ）29才以下　100ｍ、200ｍ、400ｍ、1,500ｍ、5,000ｍ、走高跳、
　　　　　　　　　　　　砲丸投、三段跳、400ｍリレー
　　　　（Ｂ）30才〜39才　100ｍ、3,000ｍ、走巾跳、砲丸投
　　　　（Ｃ）40才〜49才　100ｍ、1,500ｍ、走高跳、砲丸投
　　　　※400ｍリレー（Ｂより３名・Ｃより３名）・（Ｂより２名・Ｃより２名でオーダー編成）
　　　　（Ｄ）50才〜59才　100ｍ、1,500ｍ、円盤投
　　　　（Ｅ）60才以上　 100ｍ、2,000ｍ、砲丸投
　　　　（Ｆ）70才以上　2,000ｍ
　　　　※400ｍリレー（Ｄより３名・Ｅより３名・Ｆフリー）・（Ｄより２名・ＥＦより２名でオーダー編成）

【女子】（Ｇ）34才以下　100ｍ、200ｍ、1,500ｍ、走巾跳、走高跳、砲丸投、円盤投
　　　　（Ｈ）35才以上　100ｍ、2,000ｍ、砲丸投
　　　　（Ｉ）50才以上　2,000ｍ
　　　　※400ｍリレー（フリー）
●一般人の参加で、大学生、高校生、中学生の参加はできません。
　その他、参加資格があります。
■締切　5月30日　　　　■問合せ　教育委員会　社会教育係

おしらせ

おしらせ

が
ん
ば
る
農
林
業
者
を

応
援
し
ま
す

農
林
業
を
は
じ
め
る

方
を
応
援
し
ま
す

茶
れ
ん
じ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

募
　
集 おしらせ

第64回
球磨郡民体育祭

陸上競技
出場者募集
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４
月
13
日
、
球
磨
郡
多
良
木
町

に
お
い
て
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
生
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
今
日
は
、
死
亡
し
た
野
鳥
を

発
見
さ
れ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

熊
本
県
で
は
、
死
亡
し
た
り

弱
っ
た
り
し
た
野
鳥
が
発
見
さ
れ

た
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
、
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
の
有
無
に
つ

い
て
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
野
鳥
が
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
こ

と
を
早
期
に
発
見
し
、
野
鳥
で
の

感
染
拡
大
や
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
の
家

き
ん
へ
の
感
染
を
予
防
す
る
た
め

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
死
亡
し
た
野
鳥
を
見

つ
け
ら
れ
た
際
は
、
熊
本
県
自
然

保
護
課
ま
た
は
お
近
く
の
地
域
振

興
局
ま
で
、
情
報
の
ご
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
野
鳥
は
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
で
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
死
亡
し
た
野
鳥
に
は
素
手
で

触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

熊
本
県
内
で
４
月
13
日
に
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
ま
し
た

が
、
国
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
感
染
し
た
鶏
肉
や
鶏
卵
を
食
べ

る
こ
と
に
よ
っ
て
人
に
感
染
す
る

こ
と
は
な
い
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
安
心
し
て

お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

発
生
し
た
農
場
は
、
感
染
が
疑
わ

れ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
時
点
か

ら
既
に
鶏
等
の
移
動
を
制
限
し
て

お
り
、
ま
た
、
発
生
し
た
場
所
か

ら
半
径
３
キ
ロ
以
内
の
区
域
で
は

出
荷
制
限
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
感
染
し
た
鶏
肉
や
鶏
卵
は

市
場
に
流
通
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
通
常
、
鶏
肉
、
鶏
卵
は
、

流
通
前
に
洗
浄
、
消
毒
な
ど
が
行

わ
れ
て
お
り
、
国
内
で
流
通
し
て

い
る
鶏
肉
や
鶏
卵
は
安
全
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
熊
本
県
健
康
危
機

管
理
課　

☎
０
９
６

−

３
３
３

−
２
２
４
８
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
情
報
提
供
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
熊
本
県
自
然
保

護
課　

☎
０
９
６

−

３
３
３

−

２
２
７
５
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

強
健
で
、
枯
れ
姿
が
汚
く
な
い

と
い
う
理
由
で
緑
化
の
た
め
道

路
の
法
面
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
ま
り
の
強

靭
さ
の
た
め
に
一
度
定
着
す
る

と
、
在
来
の
野
草
を
駆
逐
し
、
辺

り
の
景
観
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
う

性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以

上
拡
げ
な
い
た
め
、
平
成
18
年
に

「
特
定
外
来
生
物
」
に
指
定
し
ま

し
た
。

【
処
分
方
法
に
つ
い
て
】

○
少
量
を
処
分
す
る
場
合

　

ご
自
宅
の
お
庭
に
生
え
て
い
る

場
合
な
ど
、
少
量
を
処
分
す
る
と

き
は
、
根
か
ら
引
き
抜
き
、
そ
の

場
で
拡
げ
な
い
よ
う
に
2
〜
3
日

天
日
に
さ
ら
す
な
ど
枯
死
さ
せ
た

後
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
密
閉
し

て
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
し
ま

し
ょ
う
。

○
大
量
に
処
分
す
る
場
合

　

自
治
会
や
団
体
の
活
動
な
ど

で
、
大
量
に
処
分
す
る
場
合
は
、

九
州
地
方
環
境
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
生
き
た
ま
ま

の
器
官
や
種
子
を
移
動
さ
せ
る
こ

と
は
、
外
来
生
物
法
で
禁
止
さ
れ

て
い
る
の
で
、
処
分
方
法
に
つ
い

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
葉
は
茎
の
下
に
つ
き
、
両
面
に

粗
い
毛
が
あ
る
。

◦
花
期
は
５
～
７
月
で
、
直
径
5

～
７
㎝
の
橙
黄
色
の
頭
状
花
を

つ
け
る
。

○
九
州
地
方
環
境
事
務
所

（
〒
８
６
２

−

０
９
１
３

熊
本
県
熊
本
市
東
区
尾
ノ
上

１

−

６

−

22
）

☎
０
９
６

−

２
１
４

−

０
３
１
１


０
９
６

−

２
１
４

−

０
３
５
４

　

昨
年
度
ま
で
役
場
の
始
業
前
に

行
う
朝
礼
は
、
役
場
西
側
駐
車
場

で
、
全
職
員
で
行
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
本
年
度
か
ら
、
毎
日
、
各

課
で
朝
礼
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
情
報
交
換
・
情
報
共
有
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
綿
密
に
行
い
、

課
内
で
の
連
携
を
強
め
る
こ
と
が

目
的
で
す
。
課
内
で
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
高
め
、
よ
り
高
い
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
全
職

員
に
よ
る
朝
礼
は
、
原
則
毎
週
月

曜
日
に
行
い
、
役
場
全
体
で
の
情

報
共
有
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
き

ま
す
。

全
体
朝
礼
か
ら

課
内
朝
礼
へ

課内の連絡がよりスムーズに！

死
亡
野
鳥
を
発
見
し
た

際
の
対
応
に
つ
い
て

おしらせ

おしらせ

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の

駆
除
協
力
に
つ
い
て

鶏
肉
や
鶏
卵
の

安
全
性
に
つ
い
て

お
し
ら
せ
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新
年
度
に
入
り
ま
し
た
。「
広
報
さ
が

ら
」
が
村
民
の
皆
様
の
お
手
元
に
届
く
こ

ろ
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
頃
で
し
ょ

う
か
。
ま
さ
に
萌
え
る
新
緑
の
季
節
で

す
。
進
級
・
進
学
し
た
子
ど
も
た
ち
は
新

た
な
場
面
へ
の
不
安
を
抱
き
な
が
ら
も
前

向
き
な
意
欲
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
こ

と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
大
人
も
負
け
て

は
お
ら
れ
ま
せ
ん
！☆

　

明
治
時
代
の
気
骨
の
政
治
家
＝
田
中
正

造
が
言
っ
た
言
葉
で
す
。

　「
真
の
文
明
は
、
山
を
荒
ら
さ
ず
、
川

を
荒
ら
さ
ず
、
村
を
破
ら
ず
、
人
を
殺
さ

ざ
る
べ
し
。」

　

日
本
最
初
の
公
害
と
言
わ
れ
て
い
る
の

が
「
足
尾
鉱
毒
事
件
」
で
す
。
現
在
の
栃

木
県
日
光
市
の
足
尾
銅
山
で
の
採
掘
作
業

に
伴
っ
て
の
こ
と
。
採
掘
に
よ
り
山
々
は

荒
廃
し
、
鉱
毒
が
川
に
流
れ
込
み
魚
は
死

に
、川
が
氾
濫
す
れ
ば
農
作
物
は
全
滅
し
、

人
々
は
村
に
住
め
な
く
な
る
。
そ
こ
で
死

ぬ
人
も
出
て
く
る
。
国
民
を
豊
か
に
す
る

は
ず
の
国
策
と
し
て
の
銅
開
発
で
あ
っ
た

の
が
、
結
果
と
し
て
多
く
の
国
民
を
苦
し

め
さ
し
た
わ
け
で
す
。･･･
そ
の
時
苦
し

ま
な
か
っ
た
の
は
、
永
田
町
の
政
治
家
と

大
企
業
経
営
者
で
す
。☆

　

安
倍
総
理
大
臣
は
、
憲
法
・
特
定
秘
密

保
護
法
・
国
家
安
全
保
障
会
議
な
ど
を
改

正
す
る
と
か
制
定
す
る
と
か
言
っ
て
お
ら

れ
る
し
、「
道
徳
」
の
教
科
化
な
ど
も
考

え
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。さ
ら
に
は「
憲

法
解
釈
に
よ
る
」
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
な
ど
も
出
て
き
ま
し
た
。･･･

私
は

そ
の
す
べ
て
に
一
貫
し
た
反
対
の
考
え
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
70
年
近
く
経
ち
ま
し
た
。
第
２
次

世
界
大
戦
は
、
戦
争
の
苦
し
み
を
知
ら
な

い
、
あ
る
い
は
感
じ
な
い
人
に
と
っ
て
は

「
歴
史
教
科
書
の
一
項
目
」
で
し
か
な
い

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
近
代
戦
争
の
中
で

原
爆
を
含
め
て
こ
れ
だ
け
の
苦
し
み
を
味

わ
っ
た
国
民
は
日
本
以
外
、
世
界
に
い
ま

せ
ん
。

　

５
月
３
日
は
憲
法
記
念
日
で
す
。

　「
人
権（
憲
法
）は
、
人
類
の
多
年
に
わ

た
る
自
由
獲
得
の
努
力
の
成
果
で
あ
っ

て
、
こ
れ
ら
の
権
利
は
、
過
去
幾
多
の
試

練
に
堪
へ
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
対

し
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利

と
し
て
信
託
さ
れ
た
」（
憲
法
97
条
）と
あ

り
ま
す
。
こ
の
条
項
を
含
め
た
憲
法
の
制

定
理
由
と
思
い
を
日
本
人
は
理
解
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
！ 

憲
法
を
荒
ら
し
て

も
破
っ
て
も
い
け
ま
せ
ん
。
守
っ
て
行
き

ま
し
ょ
う
！

☆

　

村
づ
く
り
の
基
本
は
人
づ
く
り
で
す
。

役
場
に
お
い
て
は
、
村
長
一
期
目
に
は
相

良
村
か
ら
初
め
て
、
熊
本
県
へ
２
年
間
職

員
を
研
修
派
遣
し
ま
し
た
。
二
期
目
に
は

県
と
村
と
の
人
事
交
流
で
県
か
ら
の
職
員

派
遣（
保
健
福
祉
課
）、
村
か
ら
も
県
へ
同

じ
く
派
遣（
市
町
村
財
政
課
）し
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
職
員
の
職
務
能
力
向
上
に
努

め
、
村
民
の
皆
様
に
し
っ
か
り
応
え
ら
れ

る
役
場
を
目
指
し
ま
す
！

相
良
村
長 　

德　

田　

正　

臣

村
長
エ
ッ
セ
ー

「
真
の
文
明
は･･･
」
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５月の行事予定　変更になる場合もあります。 　　　　◆保健福祉関係　●教育委員会ほか

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

●憲法記念日

●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

4 5 6 7 8 9 10
●みどりの日
●家庭の日

●こどもの日 ●振替休日 ◆母子健康手帳
交付・両親学
級（受付9:00

　～9:20 ふれあ
いセンター）

◆こころの健康
相談（要予約）

●相良村グラウ
ンドゴルフ協
会杯大会

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー
11 12 13 14 15 16 17

●村民球技大会
（ソフトボー
ル、 バ レ ー
ボール、ミニ
バレー

◆６か月児育児
学級

　（H25.9月生）
　（山江村会場）

●収納窓口延長
　（税務課）
　午後７時まで

◆３～４か月児
健診

　（H26.1.6 ～
　H26.2.5生）
　（相良村会場）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

18 19 20 21 22 23 24
●相良中学校
　体育大会

◆母子健康手帳
交付・両親学
級（受付9:00

　～9:20 ふれあ
いセンター）

◆ちゃちゃクラブ ◆発達相談・
　３才児健診
　（H22.8月～
　10月生）
●郡体（ゲート

ボール）

◆乳幼児発達相
談

◆こころの健康
相談（要予約）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

25 26 27 28 29 30 31
●消防規律訓練
　19:00～

◆すこやか育児
相談

◆狂犬病予防注
射

●収納窓口延長
　（税務課）
　午後７時まで

◆狂犬病予防注
射

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・

ノーゲームデー

☆
毎
週
木
曜
日
は
「
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
デ
ー
」
…
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
か
ら
離
れ
、
生
み
出
さ
れ
た
時
間
を
学
習
や
読
書
、
家
族
団
ら
ん
な
ど
の
時
間
と
し
ま
し
ょ
う
。

★５月は国民健康保険税第2期の納付月です。納め
忘れのないよう便利な口座振替のご利用を！

★保育料は毎月納期限内に納めましょう！保育料
の納期は毎月2５日です。（2５日が土・日・祝祭
日の場合は、翌日になります。）

平
成
26
年
度
の
区
長
さ
ん
で
す

  

よ
ろ
し
く

　
　

  

お
願
い
し
ま
す

（
敬
称
略
）

１　

上
四
浦　
　

信
國　

敏
彦

２　

中
四
浦　
　

坂
田　

尚
禧	

３　

初　

神　
　

髙
田　

義
弘

４　

下
四
浦　
　

堀
川　

泰
注

５　

上
川
上　
　

尾
方　

則
光

６　

上
川
下　
　

田
中　

忠
喜

７　

松
馬
場　
　

西　

國
春

８　

上　

園　
　

笹
渕　

和
彦

９　

永　

江　
　

緒
方　

裕
之

10　

朝　

迫　
　

山
田　

昭
男

11　

中　

央　
　

杉
野　

正
一

12　

松　

葉　
　

渕
田　

照
一
六

13　

平　

原　
　

豊
永　

守
伸

14　

永　

谷　
　

中
村　

隆
德

15　

新　

村　
　

西　

成
道

16　

十　

島　
　

松
永　

重
宣

17　

井　

沢　
　

古
川　

峰
記

18　

並
木
野　
　

野
田　

晋
司
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相良村の人口と世帯
（３月末現在）

世帯数　１,６５５世帯（＋２）
　男　　２,２８３人　（△６）
　女　　２,５７９人　（△５）
　計　　４,８４２人　（△11）

（　）内は、先月末との差
※外国人住民を含めた集計です。

花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
　
田
畑
を
黄
色
に
染
め
る

香
典
返
し
（
３
月
分
）

相
良
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

（
敬
称
略
）

西　

村　

征　

次
（
十　

島
）

北　

村　

し
づ
か
（
下
四
浦
）

有　

瀬　

睦　

生
（
松　

葉
）

髙　

岡　

利　

安
（
上
四
浦
）

市　

岡　

清　

実
（
新　

村
）

西　
　
　

ト
ミ
子
（
下
四
浦
）

大　

森　

勝　

成
（
永　

江
）

わがやのいちばんでは、子ども
（赤ちゃん）の応募をお待ちしてい
ます。誕生日の記念などにいか
がでしょうか？

【問合せ先】総務課 ☎３５−０２１１

＊＊募集します＊＊

　

相
良
村
観
光
協
会
で
は
毎
年
「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」
と
し
て
菜
種
の
配
布

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

昨
年
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
各
地
で
た
く
さ
ん
の
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
す
。
初
神
地
区
で
は

２
５
０
ａ
の
農
地
で
運
動
に
取
り
組
ま

れ
、一
面
菜
の
花
畑
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
松
馬
場
地
区
の
竹
松
さ
ん
は

田
ん
ぼ
に
大
き
な
サ
ガ
ラ
ッ
パ
の
顔
を

描
か
れ
、
道
行
く
人
を
楽
し
ま
せ
て
お

ら
れ
ま
す
。 

　

今
年
も
秋
に
菜
種
の
配
布
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
人
目
に
付
く
農
地
で
あ
れ

ば
配
布
で
き
ま
す
の
で
、
産
業
振
興
課

（
３
５

−

１
０
３
４
）ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

一面に広がる菜の花畑実物と比べるとこんなに大きい！

シンボル　 ●村花／フクジュソウ
●村木／茶 ●村鳥／セキレイ

発行日／平成26年４月24日　　編集・発行／熊本県球磨郡相良村総務課
〒868-8501　熊本県球磨郡相良村大字深水2500番地1
☎0966−35−0211　0966−35−0011　ホームページURL  http://www.vill.sagara.lg.jp/

 

鮎
の
稚
魚
３
万
匹
を
川
辺
川（
柳
瀬

原
園
）に
放
流
し
ま
し
た
。
バ
ケ
ツ

で
放
流
し
た
子
ど
も
た
ち
が
手
を

振
っ
て
見
送
る
と
、
稚
魚
た
ち
は
元

気
に
泳
ぎ
出
し
ま
し
た
。

お父さん・お母さん：「お姉ちゃん
たちと仲良く元気に育ってね。」

椎
し い

葉
ば

　斗
と う り

俐 くん（松葉区）

生年月日：平成25年12月10日

お父さん：百城 さん

お母さん：ゆかり さん

今

回

の

表

紙


